
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☚携帯・スマホから 

蔵書検索・予約・休館

日の確認ができます。 

  

。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため 

イベントが中止・延期となる場合があり 

ます。あらかじめご了承ください。 

2022 年 11 月号 
発行：札幌市厚別図書館 ☎894-1590 

〒004-0051 札幌市厚別区厚別中央 1-5-3-15 

  

 

11 月５日、12 日、19 日、２6 日（土）

ごご２時１かい おはなししつにきてね   

さっぽろ市 
02-S03-22-74 

R4-2-49 
 

11 月の図書展示 

テーマ 

「 はたらくひとたち 

ほか 」 

「ＤＶ、女性に対する 

暴力をなくす運動」 
11 月 12～25 日は「女性に対する

暴力をなくす運動」という取り組みが

行われています。手に取りにくい内容

かもしれませんが、まずは 1 ページ。

手に取ってみませんか？ 

11 月 10 日（木）～11 月 29 日（火） 

日 月 火 水 木 金 土
１★ ２★ ３★ ４ ５

おはなし会

６ ７ ８★ ９ 10★ 11 12
おはなし会

13 14 15★ 16★ 17★ 18 19
おはなし会

20 21 22★ 23※ 24★ 25 26
おはなし会

27 28 29★ 30※

はおやすみです。
※11月23日（水・祝）は開館します（午後5時まで）。
※11月30日（水）は休館日です。

11月カレンダー

開館時間 ：
 金～月 ・ 祝日・・・午前９時15分から午後５時まで
 火 ・ 水 ・ 木  ・・・午前９時15分から午後７時まで（★マークの日）

たくさんある○○リボン運動。ピンク

リボンは乳がんの早期発見、オレンジリ

ボンは子どもの虐待防止運動のシンボル

になっています。では、今回の「女性に

対する暴力をなくす運動」は何色の 

リボンでしょうか？ 

答え：むらさき 

！ヨマンちゃんから問題！ 

 

たのしいおはなし会 

読み聞かせボランティア「てぶくろ」 
 

図書館の本はみなさんで読む本です。

持ち運ぶときは、雨や雪の日はビニール

袋に入れるなど、濡らさないようにお願

いいたします。 

～図書館からのお願い～ 



新着図書リスト（令和 4 年９月受入） 

 請 求 記 号 書   名 著 者 名 

一  

般 

 

K211 / ﾎ 断面 北の昭和史 
北海道ﾉﾝﾌｨｸｼｮﾝ集団 

 / 著 

385 / ｼ 葬式消滅 島田 裕巳 / 著 

498.3/ ﾔ こうすれば、夜中に目覚めずぐっすり眠れる 山下 あきこ / 著 

596 / ｲ ヴィ―ガンフード、はじめの一歩! iina / 著 

787.1 / ﾂ 釣りの「仕掛け」検索 
つり人社書籍編集部 

 / 編 

809 / ｵ 世界最高の雑談力 岡本 純子 / 著 

914 / ﾑ 本を読んだら散歩に行こう 村井 理子 / 著 

Y 

A 

・ 

児  

童 

 

104 / ｲ 言葉を生きる 考えるってどういうこと? 池田 晶子 / 著 

490.1 / ｺ 生命倫理のレッスン 小林 亜津子 / 著 

J45 / ﾂ ほんとうは“よわい恐竜”じてん 土屋 健 / 著 

J66 / ｺ 宇宙食になったサバ缶 小坂 康之 / 著 

J / ｱ あつめる!はこぶ!せいそうしゃ 片平 直樹 / ぶん 

厚別図書館の職員からおすすめします 心の本棚 📖  

 

 

 

 

第 24 回：北の 200 万都市 生らサッポロ 豪雪メガシティの挑戦 

日本経済新聞社 ／ 編 （厚別図書館 Ｋ601/キ/ 外） 
本書は日本経済新聞の連載記事を書籍化したもの。記者の取材を通して札幌の現状を掘り

起こすルポであるが、札幌市の施策の不備についても指摘している。例えば、交通局のＩＣ

カード“サピカ”。道外はおろか道内ＪＲ路線でも使えない。市民サービスに対する市の意

識の低さの象徴ではないか。また、地下鉄とＪＲの接続の悪さも相変わらず。インフラ整備

に長期戦略が無い（新さっぽろは例外？）。そして、札幌駅と大通を地下で結ぶ“チ･カ･ホ”。

地下街ではなく通路として整備したので店を出せない。テナント料はさっぽろ地下街の「３

～４倍くらい」というから勿体ない･･･。取り組むべき課題は多いと改めて実感した。 

                           （担当：Ａ.Ｍ） 

 


